





























































b) 学習意欲を高め、表現活動への動機付けを強化する  
c) 非言語（paralinguistic elements）を言語とともに提示することができ
る 
d) 学習指導項目を（カメラワークにより）強調することができる  
e) 学習者を文化や習慣、行事などに親しませることができる  









































































3. 現在、初級・中級レベルで使用している教科書  
4. 現在、映像教材（ビデオ、DVD、コンピュータ等）を使用しているかどう
か 
5. （4.で映像教材を使用していると答えた方に）使用している目的  




























































■ アンケート送付数  142 
  関西外大の提携校 98 
  知人 13 （うち 国内 9  海外 4） 
  日本語学校 31 
■ アンケート回収数  60 回収率 41.5％） 
  関西外大の提携校 43 （1 回目 19、2 回目 24） 
  知人 15（うち 国内 11 海外 4） 












 回答者の所属先の割合は海外が 80％、国内が 20％だった。関西外国語大学
の提携校を中心にアンケートを送付したので、海外の比率が高くなっている。




















 アンケートの質問 4 で現在、映像教材（ビデオ、DVD、コンピュータ等）









 アンケートの質問 5 でどのような目的で映像教材を使用しているか聞いた。
結果は表 3 の通りである。 
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